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11月の本例会プログラム 

1.日時 11月22日(金）17:30～ 

2.場所 かけはし都筑 

3.司会  辻 剛  受付 大野君枝 

~議事次第~ 

1) 開会点鐘    会長 

2) ワイズソング・信条唱和 一同 

3) 今月の聖句・祈祷 担当主事 

4) ゲスト・ビジター紹介 

5) 会長挨拶 

6) 卓話  佐竹 博さん  

    横浜YMCA総主事 

    『創立140周年を迎えた 

        横浜YMCA』 

7) 協議・検討事項 

 ・2025年5月の特別例会他 

8) 今後のクラブ行事予定 

9) YMCA/部/他クラブの行事予定 

10)アピール・報告 

11)YMCA報告 

12)Happy Birthday 

13)閉会点鐘    会長 

 

※懇親会 ＠“ヴァンサン”センター南 

   会費:3,000円 

今月の聖句 

喜ぶ人と共に喜び、 

泣く人と共に泣きなさい。 

（ローマの信徒への手紙 
         12章15節） 
 

                     ∼2024-25年度主題～ 

国際会長    シャナヴァスカーン（インド）       “Together for better world” 

アジア太平洋地域会長  ジョウン・ウオン（香港）  “Make a Great Impact” 

東日本区理事  山田公平（宇都宮Ｃ）      “Our Future Direction” 

湘南・沖縄部長 久保勝昭（横浜つるみＣ）      “共に出会い、共に喜びを！” 

クラブ会長      鈴木 茂                           “受けるよりも、与えるは幸いなり” 

～今年度クラブ役員～ 
会長  鈴木 茂 
副会長 坂口 直樹 
書記  大野 君枝 
会計  鈴木 恭子 
直前会長 今城 高之 
監事  辻  剛  

巻頭メッセージ DeNAベイスターズとYMCA  

北YMCA館長 森山 真治 

2 024年は、大谷翔平選手の50×50、DeNAベイス

ターズの日本一と、秋まで野球から目が離せない 

一 年 で し た。特 に、DeNAベ イ ス タ ー ズ の26年 ぶ り の   

日本一には驚きました。 

今から15年前の2009年頃、横浜スタジアムに観戦に

行くと、観客席は空席が目立ち、ジャイアンツ戦でも9割程

度、阪神タイガース戦だけが満員になるというような状況でした。 

しかし、最近は、どのチームとの試合でも満員、希望のチケットを取ることも困

難で、スタンドの約7割はベイスターズファンだと感じる程の観客数です。実際に

2009年は124万人で2024年は235万人であり、約2倍に増加しています。 

私は、今回の優勝には、観客動員数の増加が大きく関わっていると感じてい

ます。選手が苦しい時や、活躍した時の応援や歓声は、想像できない程の力を

選手に与えていると思います。 

ある書籍によると、2012年から経営がDeNAに変わり、アメリカの球場をモデ

ルにし、横浜スタジアムをコミュニティーボールパークと考え、誰もが集える場所と

して、「DEEAM GATE CATCHBALL」(グランド開放)や「キッズベースボール

フェスティバル」（少年野球行事）、「神奈川県子どもデイ」（無料招待）、

「ビール半額チケット」、「YOKOHAMA GIRLS FESTIVAL」など、様々な取

組みを行い、観客数116万人から、年々約10万人が増加し、2024年は

235万人になりました。また、経営陣の新たな取組みだけでは無く、球団として

の歴史を重んじながら、選手達には、メジャーリーグの最新の練習法を取り入れ

るなど、経営陣と監督、選手の力がうまくかみ合った結果のようでした。 

私は、これらの取組を読み、YMCAの活動に似ていると感じました。YMCA

も、誰もが集える場所として、北米YMCA等の影響を受けながら、様々な活動

を実施しています。しかし、最近は、これまでの活動を継承しており、新たな取

組みができていないことを感じます。高齢化する社会の中で、子ども達への活動

を大切にしながら、ユースや中高齢者に向けた新たな取組みを行い、誰もが集

えるYMCAとして、一人でも多くの方に参加していただけるようにしたいと改めて

思いました。今、新しいアイディアが沢山生まれ、ワクワクしています。  （完） 

例会出席 14名 在籍会員数 16名  各種記録 月実績 年度累計  

 メンバー 12名 月間出席者数 12名  スマイル 0円 0円  

 ビジター 2名 ﾒｰｷｬｯﾌﾟ 1名  － － －  

 ゲスト 0名 月間出席率 81％  － － －  

10月のデータ 
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日時：10月25日（金）17:30~19:00 

場所：かけはし都筑   

司会：今城宏子 受付・報告：鈴木恭子 

出席：今城T・H、エスキルドセン、大野、岡田、坂口、  

   鈴木K・Ｓ、辻Ta・Tsu、三木、森山、 

    (ゲスト) 遠藤真理さん、谷澤高之さん    

1. 会長による開会点鐘に続き、ワイズソングとワイズの信条

を全員で唱和 

2. 今月の聖句・祈祷  聖書(ヨハネによる福音書17章

21節～) 祈祷 今城高之さん 

3. 会長挨拶とゲスト紹介         

  会長挨拶に引き続き、当日の卓話者 谷澤高之さんと、

ミャンマー市民支援コンサートの責任者であるYWCA遠藤

真理さんの紹介があった。  

４、卓話 「出会いの素晴らしさ」  谷澤高之さん 

       (田園江田教会員)  

 ・高校入学と同時に友人に誘われてアメリカンフットボールを

始めたが、そこでの厳しい先生の指導により、今の体力と人

間性の基礎が形成された。 

 ・大学卒業後、鉄鋼商社に就職したが、仕事を通した多く

の人との出会いによって、ビジネスマンとしてのみならず、人

間として鍛えられた。 

 ・娘がミッション系の学校に入学したので、それを機に自分も

田園江田教会に行くようになり、2002年に受洗した。教

会でも多くの貴重な出会いが与えられた。 

 ・総じて、これまでの多くの出会いによって、現在の自分が形

成されたことを感謝し、これからも人との出会いを大切にし

て生きていきたい。 

５、協議・検討事項       

  ミャンマーの市民支援チャリティーコンサートのチケット清算

を、主催者の遠藤さんと共に行う。 

６、今後のクラブ行事予定 

●11月12日(火）11月度事務例会 @夢カフェ 

●11月20日・12月18日（水） TKB  

●11月22日(金）11月度本例会、かけはし都筑 

 卓話・佐竹 博・YMCA総主事、 

     「創立１４０周年を迎えた横浜YMCA」 

●12月10日(火）12月度事務例会・クリスマス祝会 

 ＠夢カフェ、プレゼント交換700円程度） 

  会費1,500円 。 

７、YMCA・部・他クラブ予定 

  ・10月26日（土）14：00 湘南・沖縄部大会、湘南

 とつかYMCA（ブリテン報告・今城高之）。  

  ・11月3日（日）10:00~15:00横浜北YMCAバザー 

     （ブリテン報告・岡田美和） 

 ・11月24日（日）13:00～16：00 「大和クリエイティ   

  ブYサービスクラブ」チャーターナイト＠「北京飯店」(大和駅 

  前店) 会費9、000円、（ブリテ ン報告・鈴木茂）。 

 ・11月30日（土）15:00～17:00 第２回部評議会   

  湘南とつかYMCA、（ブリテン報告：坂口直樹） 

  出席義務者・会長・副会長・書記・会計。 

８、活動報告 

   １、東日本区： 特になし。 

  2、湘南・沖縄部： 特になし。 

   ３、つづきクラブ： 「YOU ＆Iコンサート」について 

    ＊ YMCAのスタッフの方々の協力に感謝。 

    ＊ 都筑区役所、都築区社会福祉協議会、横浜市 

  教育委員会などの後援を受ける事が出来たことも 

  あり、助成金を受けることができた。 

 来年は、都筑公会堂閉鎖のため、他会場（ボッ

シュホール等）の確保に努める。 

９、YMCA報告 

  ・今年のチャリテイーランは66チームが出場した。当クラブが

スポンサーになったのは、北YMCAから参加した少年サッ

カーチーム。 

  ・能登半島の災害復興支援のために、スタッフが３日間づ

 つボランティアとして参加した。 

  ・11月3日の「横浜北YMCAまつり」のために、つづきクラブ

からボランティアとして参加してもらいたい。 

   前日は15時30分～18時迄値段付け作業を行う。 

10. Happy Birthday 

 今城宏子ワイズ、鮫島幸和子ワイズ。 

１１、閉会点鐘 

 「You & I コンサート」の映像（坂口直樹ワイズ編集）  

 視聴の後、ヴァンサンにて会食会 

例会報告 2024年10月度本例会報告         鈴木恭子 記 

↑例会風景 
→ゲストも交
えての懇親会
食会 
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日時 2024年10月26日（土）14:00~16:00 

場所 湘南・とつかYMCAホール 

司会 千葉裕子（鎌倉C）  

ピアノ 吉本正子（つるみC） 

第Ⅰ部 部大会 14:00～15:20 

1) 久保部長の開会点鐘、挨拶で開会 

2) 阿部 部担当主事による聖書朗読と祈祷  

 （コリントⅡ、3.12-18） 

3) 全員でワイズソング・ワイズの信条唱和 

4) 部長によるゲストの紹介が行われた 

5) 山田公平東日本区理事の挨拶他 

 ・従来通りの理事任期1年間では、新たな事業を始

める際の事前準備の時間がなく、メンバー間の合意

形成が困難。山田理事の任期を2年間として頂い

た。 

 ・ワイズは何をしようとしているのか、何のためにあるの

か等についてのメッセージやアクションが、見えないきら

いがあるが、任期延長により、継続性が見えてきてお

り、その間の辛抱が肝心。 

 ・昨年度の「ブースター賞」が小松ワイズ（厚木C）に

授与された。 

 ・2025年に熊本で開催される「第31回アジア太平

洋州大会」のアピールがあった。 

6) 横浜YMCA佐竹総主事の挨拶は、所用で参加でき   

   なかったため、阿部担当主事がメッセージを代読 

7）基調講演 「アルコール依存症からの回復～寿地区で

 の経験から～」 講師  益 巌 （マス イワオ）氏  

 （日本バプテスト同盟 大師新生教会牧師） 

《講演概要》 

1970年より寿地区の教会で伝道活動を始め、多く

の日雇い労働者と出会う。特に、1974年のオイル

ショックを機に街が混乱に陥った。 

 多くの住人たちがアルコール依存症となる中、ジョン・ミ

ニー神父を通じてAA12ステップによるアルコール中毒

症との闘いを知る。 AA12ステップの概要; 

 まず自分はアルコールに対して無力であると認め、AA

ステップを続けることが自分を超えた大きな力、すなわ

ち神の愛に委ねる決心をする。 

ステップ⑧⑨ 自分が傷つけたすべての人に直接埋め

合わせをするが許してくれないこともある 

ステップ⑩ 自分自身の棚卸しを続けて、間違ったと

きは素直に認める努力 

ステップ⑫これらのステップを経て、霊的に目覚め、こ

のメッセージをアルコホーリックに伝える 

※ジョン・ミニー師について  

京都の大学の教師であった時代、アルコールの飲

み過ぎで授業が出来なくなりアメリカに帰国し、

AAプログラムに参加。 仲間に飲んだ自分がどう

なるかを見てもらい、自分がアルコール依存症だ

と認めるようになった。その後、アルコール中毒症

に陥ったのは日本にいるときだったと思って、日本

にカウンセリングハウスを設立。『君たちも治るよ』

と励まし、回復する人も沢山出てきた。 

 ※私たちへのメッセージとして 

受け入れてくれないこともあるが、あきらめない。 

自分の心が平安でなければ成し遂げられない。 

自分の弱さを素直に認めて人と向き合うことが大

切。   

 

第Ⅱ部 ユースボランティアリーダーズフォオーラム報告 

・去る9月6日より3日間開催された標記フォーラムに参加

した横浜YMCA所属のリーダー2名とスタッフ1名による、

フォーラム参加報告があった。 

・他のYMCA所属リーダー達との交流、基調講演など、大

変充実したプログラムで大いに触発された。 

・来年は横浜YMCAが幹事役となるため、プログラム企画

に傾注する。 

千葉裕子ワイズ（部会計・鎌倉C）の閉会挨拶と部長の

閉会点鐘で閉会した。 

   

会議報告 第28回湘南・沖縄部大会                  報告：今城高之/大野君枝 

右上：ハープの音色に
うっとり！ 
左上：第28会東日本
区大会＠宇都宮のア
ピール 
左下：益巌先生の卓話 
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横浜北YMCAまつり  追伸 

横浜北YMCAでは、11月3日（日）に国際・地域協力

募金を目的としたチャリティーバザー「北YMCAまつり」を実

施しました。 

 国際・地域協力募金は、世界の国と地域にあるYMCA

のネットワークを生かした国際協力活動、神奈川県内の拠

点と日本全国のYMCAのネットワークを生かした地域協力

活動のために活用しています。 

 北YMCAまつりでは、物品販売のバザーやリーダーたちに

よるゲームコーナー、食事販売コーナー、プールではウォー

ターボール体験やフリープールなどを行いました。当日は、天

候にも恵まれYMCAの前を通りかかる方々にも気軽に立ち

寄っていただき、国際・地域協力募金に繋がるチャリティー

バザーにご参加いただき、多くのご協力をいただきました。 

普段YMCAへご来館の方々は、水泳や体操などのプロ

グラムにご参加いただいている会員の方々が中心となります

が、チャリティーバザーのように地域の方々にも向けたイベン

トを実施することは、地域に根差して活動しているYMCA

の目的の一つであると改めて感じました。 

 北YMCAまつりの中での一場面ですが、普段チアダンスや

ヒップホップダンスのクラスに在籍している子どもたちの発表

会があり、子どもたちが練習の成果を一生懸命に発揮して

いる姿、それを優しく見守る保護者の方々、発表会が終

わった後のたくさんの拍手は子どもたちの大きな自信へ繋

がったことと思います。そのような機会を作ることができたのも

北YMCAまつりを開催したことによって実現したもので、とて

も大切なことだと思いました。発表会の最後には、ご参加い

ただいた方々へ募金を依頼し、多くの募金へも繋がりまし

た。 

北YMCAまつりを開催するにあたっては、様々な準備を

横浜北YMCA運営委員、ワイズメンズクラブメンバー、ボラ

ンティアリーダーなど多くの皆様にご協力いただきました。皆

様のご支援とご協力により今年度も北YMCAまつりを無事

に運営できたことを感謝いたします。ありがとうございました。 

 

北YMCA便り    

蚤の市（献品によるバザー） 

横浜つづきワイズメン＆ウイズメンズクラブ、横浜つるみワイズ

メンズクラブとボランティアの方たちによって、バザーの前日準備、

当日ともみんなで頑張りました。 

蚤の市に集まってくれたたくさんの人たち、ボランティアの人た

ちとも楽しくにぎやかにまた親しく交流できました。蚤の市は本当

にバザーらしかったです。           岡田 美和 記 

横浜北YMCA 健康教育部 主任 宮澤 仁（じん） 
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日時・場所 

2024年11月12日（火）17:10～18:40 @夢カフェ 

出席者 

今城H、岡田、鈴木K・S、辻Ts、森山 

会長挨拶 

体調不良の方々の回復と世界平和を祈り、開会点鐘・祈

祷。 

協議事項 

1. 2025年5月の富士山移動例会 

 山中湖・東京YMCAキャンプ場の日帰りバス旅行、ま

 たは富士山YMCAでの1泊2日旅行（仮予約済）

 を検討。次回へ継続審議。 

2. 今後のクラブ行事予定 

＊ TKBカード作り: 11/20、12/18、1/15 @夢カフｴ 

＊ 11月度本例会: 11/22（金）17:30 @かけはし

都筑、卓話: 佐竹博氏「横浜YMCA140周年」 

＊ 12月度事務例会・クリスマス会: 12/10（火）

17:00 @夢カフェ、会費1,500円、プレゼント

（700円程度）、ケータリング。ゲスト: 北YMCA宮

澤仁氏。 

＊ 1月度事務例会: 1/14（火）17:00 @夢カフェ、

25年～26年度役員人事案協議。 

＊ 1月本例会（総会）: 1/24（金）17:30 @かけ

はし都筑、卓話: 二宮威重先生「口腔ケアで元気に

暮らそう」 

3. YMCA・他クラブ行事 

＊ 大和クリエイティブ Yサービスクラブ チャーターナイ

ト: 11/24（日）13:00 @北京大飯店 

＊ 第2回部評議会: 11/30（土）15:00 @湘南とつ

かYMCA（部名変更案等） 

＊ Y-Y’s協議会: 12/3（火）19:00 @中央YMCA 

＊ 横浜YMCAクリスマス礼拝: 12/21（土）13:30 

@横浜バプテスト教会 

＊ 湘南沖縄部合同新年会: 1/18（土）18:00 @

心龍 

4. アピール・報告 

＊ 東日本区関連: サポートファンドへの献金要請。

11/30の評議会結果を受けて対応を決定。 

＊ 湘南・沖縄部: 10/26の部大会で「かながわ」が部名

候補に決定。 

＊ YMCA報告: 「北Yまつり」に約800人が参加。売上

29万円は被災地支援に使用。 

＊ You & Iコンサート: 次年度の計画について意見交

換。 

閉会 閉会点鐘後、会合終了 

例会報告 2024年11月度事務例会報告         今城宏子 記 

例 会 予 告 

「つづきクラブ」では、11月の例会（11月22日）に、横浜YMCAの佐竹博総主事をお招きし

て、先ほど、創立140年を迎えた横浜YMCAのこれまでの振り返りや、これからの展望などにつき

熱く語って頂きます。 クラブメンバーのみでお話を伺うのはもったいないので、是非、他クラブの

方々、YMCAの関係者、YMCAの活動に関心をお持ちの方々であれば、どなたでもご出席いた

だけます。  

以下のプログラムに参加ご希望の方は、以下のメールにて、当クラブの鈴木茂会長宛お申し込

みください。  gsuzuki@a04.itscom.net  

なお、例会の後は、近くの場所にて懇親会を行いますので、併せてご参加ください。 

年明け1月の例会（1月24日）は、横浜市営地下鉄ブルーライン中川駅前にある「中川駅前

歯科クリニック」の二宮 威重（たけし）先生をお招きして、私たち高齢者には特に関心の高い、

口腔内の様々な問題についてお話を伺います。 先生は、一般の歯科治療に止まらず、いびきや

睡眠時無呼吸症候群、舌痛症、ドライマウスなどの診療にも対応しておられ、そのうちの一つや二

つは皆さんもきっと身に覚えがあるのではないでしょうか。 「ニーズがあれば、他の歯科医院ではや

らないような治療もどんどんやっていきたいですね。」と言われる先生のお話を伺いたいと思う方は是

非当日の例会にご参加ください。 
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いよいよ秋も深ま

り ま し た。今 回、

TKBで作成し、東日本大震災の被

災地、宮城県山元町の高齢者施設

と保育所の皆さんにお送りした11月の

バースデーカードの絵柄は、秋の味

覚、カボチャにフクロウをあしらったもの

です。カードの送り先ではこれから厳し

い冬を迎えようとしておられます。皆さ

んがお元気で、健やかにお過ごしにな

ることを祈りつつ皆で作成しました。 

○
○
○
編
集
後
記
○
○
○ 

▽
あ
の
夏
の
暑
さ
か
ら
さ
ほ
ど
の
時
は
経
っ

て
い
な
い
の
に
、
突
如
の
秋
の
到
来
で
す
。

皆
様
、
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？ 

 

▽
ク
ラ
ブ
主
催
の
コ
ン
サ
ー
ト
も
終
わ
り
、

い
よ
い
よ
秋
か
ら
冬
へ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
始

ま
り
ま
す
。
▽
部
の
評
議
会
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

ク
リ
ス
マ
ス
、
ク
ラ
ブ
の
ク
リ
ス
マ
ス
、
勿

論
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
属
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
目
白
押
し
。
気
づ
い
た
ら
年

の
瀬
と
い
う
の
が
毎
年
の
こ
と
で
す
。 

TKBニュース 

  第27回横浜YMCAインターナショナル・チャリティラン             坂口直樹 記 

 

天候が前日まで心配されましたが、大会当日は幸い絶好の好天に恵まれ、10月には珍しい夏日（気温29度）の暑い

気候の下、チャリティランの聖地である「臨港パーク」で66チームが参加して開催されました。この大会は、障がいのある方を

支援するためのチャリティイベントで、スピードを競う競技でなく、幼児から大人まで、障がいを持つ方も健

常者もそして応援者も楽しく過ごしました。折しもパリパラリンピック銅メダリストの富田 宇宙さん（400m

自由形と100mバタフライ銅メダル）がスペシャルゲストで参加され、こどもたちは本物の銅メダルに触れる

大変貴重な楽しい時間を過ごしました。私たちワイズは裏方ボランティアとして受付等を担当し、終了後

有志はみなとみらいで生ビールで「のど潤し」と懇親を大いに楽しみました。 

速 報 

いよいよ発足!!! 9月14日に設立総会

が開催された湘南・沖縄部の新クラブ

『大和クリエイティブYサービスクラブ』の

チ ャ ー タ ー ナ イ ト が、来 る11月24日

（土）に執り行われ

ます。  厚木クラブを

中 心 に、湘 南・沖 縄

部の全面的支援のも

と設立の運びとなった

この新クラブが、小松

仲史新会長をはじめとするチャーターメン

バー全員の努力と結束で発展をとげられますよう心よりお祈りしております。  

チャーターナイト、おめでとうございます         （写真は設立総会のもの。田中博之ワイズ提供） 

（左は、湘南・沖縄部の皆さんと、上は、当クラブがスポンサーとなった北YMCAのチームと） 


